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Résumé

Purpose: Different scripts are often used for representing a particular person’s name in China, 
Japan, etc., which leads to variations of an author’s name in cataloging records used in libraries. 
Such variations cause serious problems in bibliographic control. This study compares descriptions 
among several authority files containing Chinese personal and corporate names in China, Japan, 
and Korea, to obtain deeper insights into this problem.
Methods: First, the situation of authority control in China, Japan, and Korea was reviewed. Second, 
Chinese personal and corporate name authority data created by several organizations were care-
fully examined in order to clarify four points: 1） Chinese character forms, 2） treatments and types 
of Romanization, 3） separation of surname and given name with a comma, and 4） descriptions in 
local languages outside China. For this purpose, manuals, actual authority data and case reports of 
the organizations were collected.
Results: 1） Chinese character forms used by each organization differ, 2） all organizations use 
Hanyu pinyin for Romanized forms, but description methods vary, 3） almost no organization 
separates surnames and given names with a comma in the vernacular form except Japan, how-
ever, they are separated in Romanization forms, and 4） yomi is mandatory in Japanese organiza-
tions; Korean organizations adopt Hangeul transcribed from Chinese characters or Hangeul from 
Chinese pronunciations. In particular, the examination revealed problems in description methods of 
Hanyu pinyin and treatments of variant Chinese characters.
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I.　漢字文化圏における著者名表記と
典拠コントロール

A. 背景
日本を含む漢字文化圏の国々では，1つの著者

名に対して何通りもの表記が存在し得る。例えば
日本人名ならば漢字による氏名，その読み仮名，
英文中で使用するローマ字表記の 3通りが存在す
る。中国の漢字には繁体字形，簡体字形の 2種類
があり，日本や韓国で使用される漢字とそれぞれ
相違がある。中国語の標準語（普通話），広東語，
台湾語，日本語，韓国語，ベトナム語では，同じ
漢字（例えば「林」）を表現するためのローマ字
表記が，発音の違いにより，異なっている 1）。こ
のように，一国の中でも数通り，他国で扱われる
際にはさらに多様な表記を持ち得る漢字文化圏の
著者名典拠コントロールは，利用者の検索を助け
るために極めて重要である。
他方，中国，日本，韓国の間の人や書物の往来
は古来より現在まで活発であって，翻訳作品はも
ちろん，中国語や韓国語の資料を日本の図書館で
受入れること等は珍しくない。このため，中国，
日本，韓国の間で典拠情報を共有することができ
れば，典拠データ作成にかかる労力を大きく削減

することができるだけでなく，国内や海外の利用
者にとっても検索の利便性の向上につながる。三
カ国の典拠データ共有へ向けた活動として，2001
年から 2002年にかけて国立情報学研究所が主催
した「日本語，中国語，韓国語の名前典拠ワーク
ショップ」（全 3回）を挙げることができる。日
本の国立国会図書館（以下，NDL）および国立
情報学研究所，中国国家図書館，韓国の国立中央
図書館および韓国教育学術情報院（以下 KERIS）
が参加し，自機関の典拠データ作成状況について
報告したこのワークショップ 2）では，中国，日
本，韓国の書誌ユーティリティをつなぐ東アジア
図書館ネットワークの可能性を検討する発表もな
された 3）。ワークショップでは各国の典拠データ
の相違点や，国レベルでの共同作業すら未だなさ
れていない状況についてある程度認識が共有され
た 4）が，その後具体的なネットワーク構築が企図
されることはなかった。

OCLCの Abraham J. Yuは，2002年に北京，香
港，台北の中国人名典拠ファイルの比較分析を
行ったレポートを発表し，アジアと北米を中心と
した OCLC CJKシステムの利用者のために，
OCLCが北京，香港，台湾と協力して国際中国人
名典拠ファイルを構築することを提案した 5）。Yu
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の提案は Barbara B. Tillettが構想を発表したバー
チャル国際典拠ファイル（Virtual International 
Authority File: VIAF）の利用を念頭に置いたも
のである 5）。VIAFとは，Tillettが 2001年 8月
の IFLA第 67回年次大会において構想を発表し
た 6）もので，国や地域レベルの書誌作成機関の
典拠ファイルを用いて，著者名，統一書名，件名
の典拠形をリンクさせることにより，1つの実
体の名前をさまざまな言語や文字で検索および
表示させることのできるシステム 7）である。参
加機関は，LC, OCLC，ドイツ図書館（Deutsche 
Nationalbibliothek）の 3機関 8）から，2012年 10
月現在 29機関にまで増加しているが，漢字文化
圏の中で参加している機関は NDLのみであり 9），
Yuの提案は実現していない。

LCおよび LCが主導する名称典拠ファイルの
共同作成プログラム NACO（National Authority 
Cooperative Program）の参加館がレコードを
作成・修正している LC名称典拠ファイル
（Library of Congress Name Authority File: 
LCNAF）は，2008年に参照形への非ラテン文字
の入力を許容した 10）。これにより，典拠レコー
ドの参照形標目に漢字を入力することが可能にな
り，VIAFのデータにも反映されている。しか
し，漢字形の記述は任意であり 10），また LCNAF
の典拠形標目は，例えば孔子の典拠形標目に
「Confucius」という英語形が採用されている 11）

など，英語圏で通用するものの漢字文化圏では通
用しない形が採られていることがあり，漢字文化
圏の国々で充分に活用できる典拠データベースに
はなっていない。

Yuは，国際中国人名典拠ファイル構築のため
の条件として，MARCフォーマットの統一や標
目に関する目録規則の統一，文字コードの統一な
どを挙げた 5）。しかし，当時 IFLAは既に，世界
中で誰もが同一の標目を使用することを求めるこ
とはもはや実際的ではなく 12）,“一国の目録規則
に基づき作成された典拠レコードと，他国の典拠
レコードとをリンクすることによって，典拠レ
コードの共有を促進する”13）ことを目指す方向性
を打ち出していた。VIAFはこの方向性を体現し

たものである。
2009年に刊行された典拠データの機能要件

（Functional Requirements for Authority Data: 
FRAD）は典拠データに構造化された枠組みを与
え 14），FRADを 踏 ま え た 目 録 規 則 で あ る
Resource Description and Access（以下，RDA）
が米国を中心に採用されようとしている 15）。
LCNAFのフォーマットであるMARC21 Format 
for Authority Data（MARC21/A） は，RDAの
公開を受けた改訂が行われている 16）。PCC Task 
Group on AACR2 & RDA Acceptable Heading 
Categoriesは，英米目録規則第 2版（以下，
AACR2）のもとに作成された LCNAFのレコー
ドのうち，典拠形標目を RDAに合わせて修正
する必要があるレコードが 4.9%存在すると指
摘した 17）。この報告を受け，PCC Acceptable 
Headings Implementation Task Groupは，標目
の修正について具体的な方策を検討しており 18），
2012年 7月 30日に最初の実施段階に入った 19）。
台湾の国家図書館は 2011年 12月 20）に，日本
の NDLは 2012年 1月 21）に，それぞれMARC
フォーマットをMARC21に切り替えた。さらに
両機関とも，RDAの適用に関する検討を開始し
ている 22）,  23）。このことは，RDAの登場によっ
て，漢字文化圏での目録規則の統一が進む可能性
があることを示唆している。さらに現在は，多く
の目録データベースで Unicodeがサポートされ
ているため，文字コードの“ほとんどの問題はク
リアされている”3）とされる。VIAFや FRADの
登場によって典拠データ共有の重要性への認識が
国際的に深まる中，漢字文化圏の典拠データも，
国や地域を超えた共有や連携の方向性に向かうこ
とになるだろう。

B. 本研究の目的と研究方法
LCNAFでは漢字を扱った経験が浅く，VIAF

には漢字文化圏の国がほとんど参加していない現
状において，著者名表記の多様性という漢字文化
圏特有の事情をふまえた典拠情報の共有について
は，漢字文化圏の中で詳細に検討すべきである。
そのためには，まず漢字文化圏の典拠データ間に
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どのような相違点があるのかを明らかにする必要
がある。これまでに各地域内における典拠データ
の比較研究は見られた 5）, 24）, 25）が，漢字文化圏全
体を対象とした研究は見られない。
本研究は漢字文化圏の典拠データのうち，中国
人・団体著者名典拠データの表記について，中
国，日本，韓国を対象とした比較研究を行う。本
研究の目的は，中国人・団体著者名の中国，日
本，韓国における表記を比較し，相違点を発見し
て，典拠データ共有のための課題を整理すること
である。
本研究では，まず，中国，日本，韓国における
典拠コントロールの状況を概観し，中国人・団体
著者名の典拠データ作成を行っている機関を研究
対象として選出した。欧米における中国人・団体
著者名の扱いについて確認するため，LCも研究
対象に加えた。次に，中国人・団体著者名の典拠
データ表記上，機関によって多様性があると考え
られる項目として，①漢字形の文字種，②ローマ
字形の種類と扱い，③姓名の分かちとカンマの有
無，④中国以外の地域における現地語（カナヨ
ミ，ハングルヨミ）表記の有無と方法，を設定し
た。そして，研究対象とした各典拠データベース
作成機関で中国人・団体著者名典拠データを作成
するために使用しているマニュアル，実際のデー
タ，各機関所属の図書館員による事例報告等の資
料を収集した。その後，収集した資料を用いて，
各典拠データについて項目①から④の状況を比較
し，それらの相違点から，漢字文化圏における中
国人・団体著者名典拠データ共有に際しての課題
を整理した。
ここで，上記項目①から④を設定した理由を説
明する。前節で述べた事情を踏まえると，各地域
の典拠データ用フォーマットの構造や典拠形標目
の形式の相違に着目するのではなく，各典拠デー
タが多様な表記のうち，どれを採用し，どのよう
に扱っているかという点に着目するのが望まし
い。「①漢字形の文字種」は，地域によって漢字
形の標目が簡体字，繁体字，あるいは日本の漢字
（以下，日本漢字）や韓国の漢字（以下，韓国漢
字）のいずれで記述されるかに違いがあると考え

たため設定した。中国大陸においては，毛沢東が
1951年に文字改革の必要性を唱えたことを受け
て 1955年に「漢字簡化草案」が発表され，漢字
の簡略化が進んだ 26）。こうして制定され，一般
に使用されるようになった筆画の少ない漢字を簡
体字と呼ぶ。一方，当時中国共産党の影響下にな
かった香港，台湾，マカオなどでは，今日でも簡
略化されていない繁体字が使用されている。「②
ローマ字形の種類と扱い」は，中国大陸では
1958年に中華人民共和国が制定した「汉语拼音
方案」27）に基づくローマ字表記である漢語ピンイ
ンが使用されているのに対し，台湾や香港の一般
社会においては漢語ピンインが必ずしも用いられ
ていないことから，地域によって相違があると考
え設定した。「汉语拼音方案」で規定されている
声調記号，隔音記号，uのウムラウトの各機関に
おける扱いについても確認した。「③姓名の分か
ちとカンマの有無」は，NDLの報告書の中で，
中国国家図書館が作成する著者名典拠は“東アジ
アの人名については、標目形の姓と名の間を分か
たない”28）と指摘されていることから，日本の著
者名典拠データとの相違があると考え設定した。
Yuは，国際中国人名典拠ファイル構築のための
仕様の一つとして，“姓と名と最初の文字は大文
字とすること，名の音節は分かちをせずに記述す
ること”5）を挙げていたため，本研究ではこれら
の点についても比較を行う。「④中国以外の地域
における現地語（カナヨミ，ハングルヨミ）表記
の有無と方法」は，Hong-Seok Parkが，ソウル
大学，延世大学および梨花女子大学の典拠データ
の違いの一つとして，中国名の標目表記が各大学
で異なることを指摘していた 29）ため，設定した。
なお，本研究においては，「典拠ファイル」と

「典拠データベース」は同義のものととらえ，原
則として「典拠データベース」という語を用いた
が，引用文献において「典拠ファイル」という語
が用いられている場合はそれに従った。「典拠
データ」とは「典拠データベース」に含まれるす
べてのデータを指す。「典拠ファイル」の下位概
念である「典拠レコード」という語は，1つある
いは複数の典拠形標目を中心とし，それに結びつ
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く参照やその他のデータから構成されるデータの
まとまりを指すものとする。

II.　典拠コントロールの状況と研究対象

A. 中国における中国人・団体著者名典拠コント
ロールの状況

 1. 中国大陸
中国大陸の中国国家図書館では，2003年に新図

書館システムを導入したことで書誌データと典拠
データのリンクが実現し30），本格的な典拠コント
ロールが開始された。中国国家図書館の典拠コン
トロール対象は個人名，団体名，会議名，統一書
名，主題であり31），2009年末の時点で，個人名約
77万件，団体名約 5万件の典拠レコードを保有し
ている 32）。ただし，このうち書誌レコードの標目
とリンクしているのは約 59万件である 32）。中国
国家図書館は典拠データベースを公開していない
が，OPAC33）の書誌レコードに出現する著者名と
典拠レコードがリンクしている場合，著者名のリ
ンクをクリックすることで簡易な典拠レコードを
閲覧可能である。
中国大陸の大学図書館コンソーシアムである中

国高等教育文献保障系統 （以下，CALIS） は，2000
年に総合目録データベースの運用を開始し34），
2003年 9月に典拠データベース構築プロジェク
ト を 開 始 し た。2010年 12月 31日 時 点 で，
CALISには 727の機関が参加しており35），この
うち大学図書館は 578機関，専科学校と職業技術
学院 36）の図書館は 66機関であるので，大学図書
館が参加館の大部分を占めると言える 37）, 38）。
CALISの典拠データベース「CALIS 联合目录规

范 OPAC」は個人名，団体名，会議名，統一書
名（シリーズ書名を含む）の典拠レコードを保有
し 39），2010年 11月時点での典拠レコードの総数
は約 85万件である 40）。
中国大陸には CALISのほかにも複数の総合目
録ネットワークが存在する。中国で最も早く創設
された総合目録ネットワークであり，全国の主な
公共図書館が参加している全国図書館聯合編目セ
ンター（OLCC: Online Library Cataloging Center.
以下，OLCC）の総合目録 41）は，中国国家図書館

が運営している 28）ためか，中国国家図書館と同
じ典拠データを利用していると見られる 42）。中
国科学院図書館の総合目録である UNICAT43），
深圳図書館を中心に 6つの公共図書館が共同構築
する地方版聯合采編共作網 44）の OPAC，上海図
書館が運営する上海市文献聯合編目センターの
OPAC45）では，いずれも別名からの参照や，典拠
レコードへのリンク等が見られず，現在のとこ
ろ，少なくとも典拠データと書誌データをリンク
した典拠コントロールはなされていないと考えら
れる 46）。

 2. 香港
香港では，香港の 7大学の図書館コンソー

シアムである The Joint University Librarians 
Advisory Committee（JULAC）のプロジェクト
として，1999年に人名典拠データベース構築の
ための Hong Kong Chinese Authority （Name） 
Workgroup （以下，HKCAN） が立ち上がった 47）。
各大学図書館の計 14万件余りのデータを統合
し，嶺南大学と香港中文大学がデータの重複除去
作業に当たった 48）。現在，オンライン典拠デー
タベースである「HKCAN Database OPAC」49）

が公開されている。
香港は英語と中国語のバイリンガル社会である

ため，一冊の図書に英文と中文の 2枚の標題紙が
あったり，同一内容の図書の英語版と中国語版が
販売されたりすることは珍しくない 50）。このよ
うな背景のもと，統合前の各典拠データベース
は，典拠形標目として漢字形を採用するか，ロー
マ字形を採用するか，あるいはその両方を採用す
るかが機関によって異なっていた 51）。HKCAN
は当初，典拠形標目（MARC21/Aのタグ 1XX）
を重複させ，1つ目の 1XXに漢字形，2つ目の
1XXに LCNAFのローマ字形（以下，LC形）を
記述する方向で検討していた。その後，RLGの
シニアアナリスト Joan M. Aliprandの助言を受
けて，LC形をローカルタグ 19Xに記述する案が
有力となった 52）。しかし，2000年に HKCANが
LCに照会したところ，LCはタグ 19Xを支持し
ないとの返事があり，代わりにタグ 7XX（標目
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リンク記入）を使用するよう助言されたため，
HKCANはタグ 1XXに漢字形を，タグ 7XXに
LC形を入力することに一旦は決定した 5）。結局
2002年に，MARC21/Aに準拠するということ
と，将来のデータ交換に備え海外図書館からの要
求に応えるということが重視され，タグを入れ替
えて，タグ 1XXに LC形を，タグ 7XXに漢字形
を記述することとなった 52）。実際の典拠作業に
おいて，HKCAN参加機関は LCNAFにレコー
ドがあればそれを流用し，漢字形をタグ 7XX
と，参照形があれば 4XX（を見よ参照）に付加
することで，典拠レコードを作成している 5）。こ
のように，HKCANは欧米の図書館との典拠デー
タ交換を念頭に，常に LCNAFとの親和性の高
い典拠データ作成を心掛けてきたと言える。

HKCANは個人名，団体名，会議名，シリー
ズ・統一書名の典拠レコードを保有し，2011年 9
月時点での典拠レコードの総数は約 23万件，う
ち個人名レコードは約 16万件，団体名レコード
は約 3万件である 53）。
なお，香港全域の公共図書館の所蔵が検索可能
な OPAC「香港公共圖書館」54）も，別名からの検
索に対応しており，典拠コントロールが行われて
いると考えられる 55）。

 3. 台湾
台湾では，國家圖書館（大陸の国家図書館とは
別組織。以下，台湾国家図書館）が 1991年に総
合目録 「全國圖書資訊網路 （National Bibliographic 
Information Network: NBINet）」のサービスを
開始 56）したことで，参加機関が共同で使用する
典拠データベースの必要性が生じた。2011年 2
月現在，NBINetには，台湾国家図書館および台
湾の様々な館種の図書館を中心とした 76機関が
参加している 57）。NBINetが新システムを導入し
「全國圖書書目資訊網」（英語名は変わらず
NBINet）となった 1998年 57）に，国立臺灣大学
図書館と台湾国家図書館が共同でワーキンググ
ループを設置し，統合典拠データベースの具体的
な検討を開始した 58）。当時の典拠フォーマット
として，臺灣大学図書館は USMARC Format for 

Authority Dataを 59），台湾国家図書館は中國機
讀權威記錄格式（Chinese MARC Format for 
Authority Records。以下，CMARC/A）を採用
していた 58）が，ワーキンググループでの議論の
結果，統合典拠データベースでは CMARC/Aを
採用することとなった 56）。統合に際しては台湾
国家図書館が団体名を，臺灣大学図書館が個人名
を担当し，それぞれ重複除去を行った 60）。統合
典拠データベースは現在，「中文名稱權威資料
庫： Chinese Name Authority Database（以下，
CNAD）」として運用されている。現在のとこ
ろ，CNADが扱うのは個人名と団体名の典拠レ
コードのみであり，2008年 10月時点での典拠レ
コード数は個人名が約 26万件，団体名が約 4万
件である 56）。

B. 日本における中国人・団体著者名典拠コント
ロールの状況

日本国内で典拠データを作成している機関とし
て，NDL，国立情報学研究所の NACSIS-CAT, 
慶應義塾大学図書館（以下，慶應大），株式会社
図書館流通センター，株式会社日販図書館サービ
スなどを挙げることができる 61）。このうち
NACSIS-CATと，慶應大は中国人・団体著者名
典拠データを作成している。民間のMARC作成
機関である図書館流通センター，日販図書館サー
ビスも中国人・団体著者名典拠データを作成して
いるが，これらの機関は主に公共図書館向けに，
国内で出版された資料のMARCデータを作成し
ているため 61），中国で刊行された資料を頻繁に
取り扱う大学図書館に比べ，中国人・団体著者名
典拠レコードの数は相対的に少ないと考えられ
る。なお，NDLによれば，2012年 1月現在，
NDLでは中国人・団体著者名および韓国人・団
体著者名の典拠データ作成を行っていない。

2012年 7月現在，NACSIS-CATは個人名，団
体名，会議名，統一書名の典拠コントロールを
行っており，個人・団体・会議名は約 159万件，
統一書名は約 3万件の典拠レコードを保有してい
る 62）。慶應大は，1998年の旧図書館システム導
入以降，著者名典拠データを作成していなかった
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が，2011年 4月の新システムへの移行後，再び
作成を開始した 63）。現在は個人名，団体名，会
議名の典拠コントロールを行っており，2012年 8
月現在で約 76万件の典拠レコードを保有してい
る。ただし，現在，典拠ファイルの整備事業を順
次進めている段階であり，76万件の中には多数
の未整備データが含まれる。

C. 韓国における中国人・団体著者名典拠コント
ロールの状況
韓国では，典拠データ作成機関間で，採用して
いる標目の形に違いがあることがたびたび指摘さ
れている 25）, 64）。それらの調査によると，国立中
央図書館および複数の大学図書館が典拠コント
ロールを行っており，国立中央図書館，ソウル大
学図書館，延世大学図書館，梨花女子大学図書館
などが中国人・団体著者名の典拠データを作成し
ている。国立中央図書館と公共図書館の総合目録
である KOLIS-NETならびに複数の公共図書館
の OPACを調査した 2006年の研究によれば，韓
国の公共図書館は典拠コントロールを行っていな
かった 65）。
国立中央図書館では，Windows環境の統合情

報システムが稼働し，KORMARCが国家規格と
して制定されたことを機に，2000年から典拠デー
タ作成が目録作成過程に組み込まれ，本格的な典
拠コントロールが開始された 66）。2009年の報告
書によれば個人名，団体名，地名，主題の典拠コ
ントロールを行っており，このうち個人名と団体
名については，韓国書のうちの一般書と児童書，
日本書，中国書に現れる外国著者を中心に典拠レ
コードを作成している 67）。中国人名典拠レコー
ドについては，2000年までは，目録対象資料に
漢字名とその中国語読みハングル表記が共に掲載
されている場合のみ作成していたが，2001年以
降は目録対象資料中のすべての中国人著者に対し
典拠レコードを作成するようになった 66）。主題
については 2002年に「国立中央図書館主題名標
目表」のデータベースを開発し 66），2003年度か
ら韓国の一般図書と博士論文（博士論文は 2008
年から除外）に付与している 67）。地名について

も「国立中央図書館主題名標目表」を使用して典
拠コントロールを行っている 66）。2006年 5月末
時点での典拠レコード件数は，個人名 104,926
件，団体名 2,208件である 66）。

2009年 4月時点で，ソウル大学図書館は個人
名，団体名，会議名，シリーズ・統一書名，主題
の典拠コントロールを行っており，個人名は
323,899件，団体名は 22,348件，会議名は 3,366
件，シリーズ・統一書名は 24,031件，主題は 63
件の典拠レコードを保有している 68）。このうち
主題に関しては 2006年 5月の調査 69）時点から変
わっていない。
ソウル大学図書館，延世大学図書館，梨花女子

大学図書館は，いずれも韓国の大学図書館が参加
する KERISの書誌ユーティリティに参加してい
るが，大学間で典拠形標目の統一が行われていな
い 68）ために，国レベルで大学図書館が利用する
ことのできる典拠データベースは構築されていな
い 70）。KERISでは LC，OCLCからダウンロー
ドした書誌データと典拠データを，海外参照デー
タベースとして保有し，参加館の利用に供してお
り 71），同データベース内の典拠レコード件数は
2012年 7月現在約 915万件である 72）。Parkら
は，大学間の典拠形標目不統一の原因として，各
図書館の目録電算化が各機関独自に行われたこ
と，韓国目録規則第 3版（以下，KCR3）には
「記述の部」のみ収録され，標目の選択と形式に
関する規定は含まれなかったことなどを挙げてい
る 70）。

D. 研究対象
本研究では，これまで見てきた典拠データ作成

機関のうち，マニュアルや参考文献を比較的入手
しやすいと考えた中国国家図書館（以下，表中で
は「中国国家」とする），CALIS, HKCAN, CNAD, 
NACSIS-CAT （以下，表中では「NACSIS」とす
る），慶應大，ソウル大学図書館（以下，ソウル
大），国立中央図書館（以下，国立中央）を対象
とした。研究対象とした各機関の典拠データベー
スの概要は第 1表の通りである。
収集し，分析に用いたマニュアルと実際のデー
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タを第 2表に示した。実際のデータには，調査用
に提供されたデータや，典拠データベースまたは
OPACを検索した結果が含まれる。第 2表の他
にも先行研究から必要な情報が得られた場合はそ
れらを用いた。韓国の国立中央についてはマニュ
アルを未入手のため，主に先行研究を用いて調査

を行った。典拠データベースや OPACの検索語
として第 3表に挙げた 11個人と 4団体の著者名
を用いた。なお団体名については，実際のデータ
には，第 3表に記載した名称に加え，下部組織や
「中国」などの語が付加されている場合がある。
典拠データベースや OPACの検索は，2012年 7

第 1表　研究対象機関の典拠データーベース概要
国・地域 中国大陸 香港 台湾 日本 韓国 米国

機関 中国国家 CALIS HKCAN CNAD NACSIS 慶應大 国立中央 ソウル大 LC

目録規則 1, 2 中国文献编

目规则（第
2版）73）

中国文献编

目规则（第
2版）74）

AACR248） 中國編目
規則（第 3
版）75）

NCR1987年
版改訂版 76）

AACR2，
一部 NCR 
（共に最新
版）

独自マニュアル
（韓国目録規則
修正版（KCR2）
準拠）77）

AACR278） AACR2

フォーマット1 中国机读

规范格式

（CNMARC/
A）79）

CALIS 联

合目录规范

格式 80）

MARC21/
A5）

中國機讀
權威記
錄格式
（CMARC/
A）56）

CATP
フォーマット

MARC21/
A

한국 문헌 자동화 

목록 형식‒제 4
부：전거 통제용

（KORMARC/
A）67）

MARC21/
A78）

MARC21/
A

文字コード Unicode81） Unicode82） Unicode49） BIG583） Unicode84） Unicode81） Unicode85） Unicode86） Unicode87）

1 目録対象資料の言語によって異なる目録規則やフォーマットを使用している場合は，中国人・団体名典拠レコー
ド作成時に使用される目録規則，フォーマットを掲載した．
2 目録規則は，標目の形を決定するために使用しているものを掲載した．

第 2表　分析に使用したマニュアルおよびデータ
機関 マニュアル データ

中国国家 中国机读规范格式 88），中国文献编目规则（第 2 版）89），中国机

读规范格式使用手册 90），中文图书名称规范数据款目著录规则 90）
中国国家図書館 OPAC33）の検索結果に
リンクされている典拠データ

CALIS CALIS 联合目录规范控制过程详细说明（更新版）80），CALIS 联

机合作编目手册 91），中国文献编目规则（第 2 版）89）
「CALIS 联合目录规范 OPAC」39）で検
索可能な典拠データ

HKCAN MARC21/A92），AACR293） 「HKCAN Database OPAC」49）で検索
可能な典拠データ

CNAD 中國機讀權威記錄格式 94），中國編目規則（第 3 版）95），中文名

稱權威記錄彙整原則 1，團體權威整理作業手冊 1
「中文名稱權威資料庫」83）で検索可能な
典拠データ

NACSIS 日本目録規則 1987年版改訂版 96），目録情報の基準（第 4版）76），
中国語資料用コーディングマニュアル（案）97），目録システムコー
ディングマニュアル 98）

1986年 1月 1日から 2009年 12月 31日
までに作成された NACSIS-CAT著者
名典拠レコード全 1,517,926件（2010年
3月 19日時点）1

慶應大 内部マニュアル 1，日本目録規則 1987年版改訂 3版 99），
MARC21/A92），AACR293）

典拠レコードサンプル 3件（2012年
2月時点）1

国立中央 KORMARC/A100），韓国目録規則修正版 101） 国立中央図書館 OPAC102）の検索結果
ソウル大 独自マニュアル 78），MARC21/A92），AACR2 93） ソウル大学図書館 OPAC103）の検索

結果
LC MARC21/A92），AACR293），LCRI（updatesのみ）104） 「Library of Congress Authorities」105）

で検索可能な典拠データ
1 研究用に提供を受けたマニュアル又はデータ
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月から 8月にかけて行った。検索語は，中国，日
本，韓国の図書館に著作の所蔵があり，どの地域
でも知名度があると思われる著者で，著者名の漢
字の文字種が地域によって異なったり，別名など
があったりするものを中心に，かつ出生または出
身地が広範な地域にわたるよう配慮して選定し
た。なお，韓国における学校教育で用いられる漢

文教育用基礎漢字の字形は，正字体，すなわち康
煕字典の字形を基本にして，広く通用している字
形も考慮して制定されたもので 109），中国の繁体
字に似ているが，第 3表の「康有爲」の「爲」の
字に見られるような相違点もある。他にも，例え
ば「辶」は韓国では「辶」が用いられるなどの相
違があるが，Unicodeでは基本的に「辶」と

第 3表　典拠データーベース，OPACの調査に使用した検索語
検索語

概要 106）, 107）

日本漢字 簡体字 繁体字 韓国漢字

個
人
名

蘇軾 苏轼 蘇軾 蘇軾 北宋の文学者，政治家．1036‒1101．別名：蘇東坡
康有為 康有为 康有為 康有爲 思想家，政治家．1858‒1927．1898年日本へ亡命，辛亥

革命後帰国．出身：広東省
孫文 孙文 孫文 孫文 革命家，思想家，中国国民党創設者，中華民国建国の父．

1866‒1925．14歳でハワイ留学，1895年日本へ亡命，
1896年英国へ，1905年東京で中国革命同盟会を結成．出
生：広東省．別名：孫中山 など

魯迅 鲁迅 魯迅 魯迅 作家，思想家，文学史家．1881‒1936．1902年日本へ留
学．出生：浙江省，本名：周樹人

宋慶齢 宋庆龄 宋慶齡 宋慶齡 孫文夫人，政治家，中国名誉国家主席，中国全国人民代
表大会（全人代）常務委副委員長．1893‒1981．米国ウェ
ルズリー大学卒業，孫文と共に日本へ亡命し 1915年東京
で結婚．出生：上海

毛沢東 毛泽东 毛澤東 毛澤東 革命家，政治家，中国国家主席，中国共産党主席．1893‒
1976, 出生：湖南省

呉濁流 吴浊流 吳濁流 吳濁流 台湾の作家．1900‒1976
溥儀 溥仪 溥儀 溥儀 清朝皇帝（第 12代），満州国皇帝．1906‒1967，別称：愛

新覚羅溥儀，宣統帝
金庸 金庸 金庸 金庸 作家，「明報」創立者．1924年‒，1948年より香港へ．出

生：浙江省， 本名：査良鏞
高行健 高行健 高行健 高行健 作家，劇作家，画家．1940‒，1988年フランスに政治亡命．

2000年ノーベル文学賞受賞．出生：江西省
衛慧 卫慧 衛慧 1 衛慧 作家．1973年‒，出生：浙江省，本名：周衛慧

団
体
名

国家図書館 国家图书馆 國家圖書館 國家圖書館 1998年に北京図書館から改名．対外的な名称は中国国家
図書館．

香港大学 香港大学 香港大學 香港大學 香港の公立大学．1911年設立．1877年に創立された香港
西医書院を前身とする．

中国国民党 中国国民党 中國國民黨 中國國民黨 亡命した孫文が 1914年組織した秘密結社中華革命党を
1919年 10月 10日改称し大衆政党としたもの．戦後中国
共産党との内戦に敗退，台湾で党を再建した．

全国人民代
表大会

全国人民代

表大会

全國人民代

表大會

全國人民代

表大會

中華人民共和国の立法機関（国会）．1954年 9月に始
まった．一院制で，年 1回，3月頃開催．会期は 2週間
程度．略称：全人代

1 香港では「衛」は正式には「衞」である 108）が HKCANでは「衛」と「衞」が混用されており，「衛慧」に関して
は「衛」の字が用いられている．
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「辶」が区別されない 110）ため，コンピュータ上
では同じ文字として認識され，検索上の問題はな
いと考えられる。なお，「為」と「爲」は別の
Unicodeを持つ文字で，コンピュータ上で区別さ
れる。さらに，香港と台湾の繁体字にも相違点が
あるが，兒嶋によれば，日本語能力試験出題基準
の 3級漢字掲載分 245字のうち台湾・香港間で字
体が異なるのは 8字のみで，ほとんどが細かな違
いであった 108）。字体が異なるとされた 8字のう
ち，「着」という文字が台湾では用いられず，「著」
が用いられる点を除けばいずれも Unicodeは同
一であった 111）。本研究では，Unicodeが文字の
字形を区別しないために生じる表記上の問題につ
いては扱わない。

III.　中国，日本，韓国，LCにおける
中国人・団体著者名典拠データの表記

A. 中国大陸，香港，台湾における表記
中国の 3地域の典拠データにおける，項目①か
ら③の調査結果を第 4表に示した。以下，項目ご
とに詳細に検討する。

 1. 漢字形の文字種
中国国家図書館はマニュアルに文字種の規定は
ないものの，実際のデータでは基本的に簡体字を
用い，繁体字形は参照形にも記述されていなかっ
た。ただし検索語のうち，「毛沢東」のみ，を見
よ参照形に繁体字形が記録されており，ごく限ら
れた著者名には参照形として繁体字形が記述され
ているものと考えられる。

CALISはマニュアル 80）によれば，目録対象資
料の文字種によって典拠形標目の文字種を決める
こととなっているが，実際のデータでは検索語と
したすべての著者名について簡体字形と繁体字形
の両方を典拠形標目として典拠レコードに記述し
ていた。

HKCANは LCに倣いローマ字形を典拠形標目
としているが，典拠形標目に対応する繁体字形を
タグ 7XX（標目リンク記入）に記述している。
CNADはマニュアル「中文名稱權威紀錄彙整原
則」によれば，繁体字形を典拠形標目とし，同音

異字形（即ち，簡体字形）は，を見よ参照形とす
ることになっているが，検索語でヒットした典拠
レコード（「衛慧」，「全国人民代表大会」はヒッ
トせず）のうち簡体字が記述されているレコード
は 1件もなく，簡体字が記述されるケースはごく
わずかだと考えられる。
中国国家図書館の OPACと，CALIS, HKCAN

の典拠データベースは，簡体字，繁体字のいずれ
で検索しても基本的に同じ検索結果となったが，
CNADの典拠データベースは，繁体字でのみ検
索可能であり，簡体字には対応していない。中国
国家図書館の OPACでは，「衛慧」については簡
体字と繁体字で検索結果件数が異なり，異体字変
換が不成功の事例と見られる。

 2. ローマ字形の種類と扱い
ローマ字形については，現在はいずれの機関も

基本的に漢語ピンインを採用しているが，
HKCANではウェード式表記または別のローマ
字形 112）が記述される場合がある。CNADの実際
のデータでは，ウェード式表記が参照形に記述さ
れている場合があった。CALISは，簡体字形，
繁体字形とともに漢語ピンイン形を典拠形標目と
しているが，を見よ参照形としてウェード式表記
や広東語のローマ字表記を使用してもよいことに
なっている 80）。
ウェード式表記とは，19世紀後半，イギリス

の中国駐在公使 Thomas F. Wadeが使用し，
Herbert Gilesがこれに修正を加えた「ウェー
ド・ジャイルズ式（Wade‒Giles）」ローマ字表記
のこと 113）で，漢語ピンインが普及するまで国際
的に広く用いられた 114）。
漢語ピンインは，1979年 1月 1日以降，中華

人民共和国政府によって，中国の地名・人名の正
式なローマ字表記として用いられており 115），同
年 7月には国連も，中国人名，地名を表記する際
のローマナイゼーションとして漢語ピンインを採
用している 116）。
台湾では，漢語ピンインのほか，ウェード式，

郵政式，イエール式等，複数の表記が混在してい
る状態であり，1986年には「国語注音符号第二
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式」を，2002年には「通用ピンイン」を台湾全土
で使用することがそれぞれ決定されたが，台北市
のみが「通用ピンイン」に反対し漢語ピンインの
使用を定めるなど，統一が見られなかった 117）。
2008年 12月 18日付「中文譯音使用原則」118）で

は，台湾全土で「汉语拼音方案」に基づく漢語ピ
ンインを使用することが定められ，ローマ字表記
の一応の統一がなされた。しかし，パスポートの
英語名などは漢語ピンインが推奨されるものの，
“本人の意思を尊重”118）するとされており，台湾

第 4表　中国国家図書館，CALIS, HKAN, CNADのデータ表記
中国国家 CALIS HKCAN CNAD

①

典拠形標目の文字種 簡体字 簡体字/繁体字（目
録対象資料本文の文
字による）

ローマ字 繁体字

異体字標目の扱い 稀に繁体字のを見よ
参照形が見られる

簡体字，繁体字とも
典拠形標目とする

典拠形標目の漢字形
は繁体字で標目リン
ク 記 入（7XX） と
する

を見よ参照形とする

②

ローマ字形の種類 漢語ピンイン 漢語ピンイン 漢語ピンイン/その
他

漢語ピンイン/
ウェード式表記

ローマ字形の扱い 典拠形，参照形とも
に必須．典拠形（漢
字形）の漢語ピンイ
ン形も典拠形標目と
して扱う

典拠形（漢字形）の
漢語ピンイン形も典
拠形標目として扱
う．ウェード式表記
その他のローマ字表
記はを見よ参照形と
する

大部分の典拠形標目
が漢語ピンインによ
るが例外あり．典拠
形標目以外のローマ
字表記はを見よ参照
形とする

典拠形の漢語ピン
イン形は必須（不
統一）．現物表記さ
れているローマ字
表記はリンク標目
（7XX）, その他の
ローマ字表記はを見
よ参照形とする

漢語ピンインの規則：
声調記号

使用せず 使用せず 使用せず 使用せず

漢語ピンインの規則：
隔音記号

使用せず（1音節ず
つ区切るため）

使用（不統一） 使用 使用（不統一）

漢語ピンインの規則：
uのウムラウト

v/u （不統一） v/u（不統一） lü lü（文字化けあり）/
u（不統一）

③

漢字形姓名の分かち なし
例： $a毛泽东 $f 
（1893～1976）

なし
例： $a毛泽东， 
$f1893‒1976

なし
例： $a毛澤東， 
$d1893‒1976

サブフィールドコー
ドで分かち，カンマ
なし
例： $a毛 $b澤東， 
$f1893‒1976. 

ローマ字形姓名の分
かち，句読点

1音節で区切り， 
句読点なし
例：mao ze dong

2音節以上の姓や
名，地名は音節間の
スペースを空けずに
記述，姓名の間はス
ペースあり
例：Mao Zedong,  
1893‒1976 

2音節以上の姓や
名，地名は音節間の
スペースを空けずに
記述，姓名はカンマ
で分かち
例：Mao, Zedong, 
1893‒1976 

2音節以上の姓や
名，地名は音節間の
スペースを空けずに
記述（不統一），姓
名はカンマで分か
ち，末尾にピリオド
（不統一）
例：Mao, Zedong,  
1893‒1976. 

大文字の使用 使用せず 姓と名，団体名，地
名の初めの文字は
大文字

姓と名，団体名，地
名の初めの文字は
大文字

姓と名，団体名，地
名の初めの文字は
大文字
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の外交部領事事務局のホームページでは，パス
ポートの英語名として複数のローマ字表記が並列
で紹介されている 119）など，人名については引き
続き不統一の状況が続いている。CNADの開始
当初は，それまで国立臺灣大学図書館，国家図書
館のいずれもウェード式表記を用いていたため
に，ローマ字形は漢語ピンインではなくウェード
式とすることが決められていた 59）。このため，現
在もウェード式表記がレコードの中に残っている
ものと考えられる。
香港では日常的に広東語が話され，香港中文大
学の学部生のうち，標準語（普通話）や漢語ピン
インを解さない者が約 90％との報告がある 120）。
広東語をローマ字表記するための方法には，例え
ば 1956年に考案され，香港及び海外で外国人に
対する教学法として最も普及しているイエール
式，1988年に香港教育署の語文教育学院で考案
され，香港の小中学校の中文科教員養成に多用さ
れている常用字廣州話讀音表など複数あり 121），
統一されていない。目録担当者の普通話の発音や
漢語ピンインへの不理解による入力の誤りが避け
られないと指摘されている 120）ことからも，漢語
ピンインは香港において一般的なローマ字表記と
は言えないが，HKCANでは典拠形標目を LC形
に合わせているために，ローマ字形の多くが結果
的に漢語ピンインとなっている。

HKCANの発足まで，香港の大学図書館の典拠
データに用いるローマ字表記は統一されておら
ず，各機関はウェード式表記か漢語ピンイン，あ
るいはその両方を採用していた 51）。LCがローマ
字形を漢語ピンインに変換した 2000年から 2001
年にかけて，HKCAN参加機関も同様にローマ字
形をウェード式表記から漢語ピンインに変換し，
変換したデータを HKCAN Databaseに提供し
た 52）。その際に各機関の典拠レコードの，を見
よ参照形にウェード式表記が残っていたことと，
流用する LCNAFの，を見よ参照形にウェード
式表記が存在することが原因で，HKCANの典拠
レコードにウェード式表記が存在しているものと
考えられる。
中国国家図書館では典拠形，参照形ともに漢語

ピンイン形が必須である。CALISでは，マニュ
アルには必須と書かれていないが，検索語に対応
するいずれの標目にも，漢語ピンイン形標目が存
在した。CNADの「中文名稱權威紀錄彙整原則」
によれば典拠形の漢語ピンイン形が必須となって
いるものの，実際には典拠形標目「孫中山」に対
する漢語ピンイン形「Sun, Zhongshan」や，「溥
儀」に対する漢語ピンイン形「Puyi」は記述さ
れていなかった。国家図書館，CALISは漢語ピ
ンイン形を典拠形標目の一つとして扱っている
が，CNADでは，を見よ参照形として扱ってい
る。ただし，CNADは個人名のローマ字表記が
目録対象資料に表記されている場合は，を見よ参
照形でなく，リンク標目（7XX）122）とすることに
なっている。HKCANは典拠形が漢語ピンイン
であるものが大部分となっている 112）が，例えば
「孫文」，「香港大学」の典拠形標目はそれぞれ LC
形に合わせ「Sun, Yat-sen」（孫文の別名「孫逸
仙」の広東語表記 123）），「University of Hong 
Kong」となっている。さらに，団体名標目は LC
形に合わせ，一部英語表記が採用されているた
め，「全国人民代表大会」の典拠形標目は漢語ピ
ンインの頭に Chinaとついた形「China. Quan 
guo ren min dai biao da hui」となっている。
「汉语拼音方案」で規定している声調記号は，
いずれの機関も採用していなかった。また，隔音
記号（a, o, eで始まる音節が他の音節の後ろに来
る際，音節の分け目をはっきりさせるためにアポ
ストロフィを用いて音節を分かちする）27）， 124）は，
中国国家図書館ではすべての音節を分かち書き
しているために使用されていない。CALIS, 
HKCAN, CNADでは使用されていたが，CALIS
と CNADでは，使用されていない事例があっ
た。例えば，「長安」という語は，「汉语拼音方案」
に従えば「chang’ an」と記述されるべきである
が，CNADで「長安」を検索語としてヒットし
た 41件中，参照形に漢語ピンインがあるもの 22
件のうち，正しく「chang’ an」と記述している
ものは 1件のみであった。これら 22件を CALIS
でも検索したところ，隔音記号の使用・不使用が
あり，ばらつきが見られた（第 5表）。HKCAN
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は，検索語「長安」で検索しヒットした典拠形標
目 7件中，すべての標目で隔音記号が正しく使用
されていた。

声調記号と隔音記号の他に，漢語ピンインを記
述する際に用いる重要な記号として，ウムラウト
記号が挙げられる 125）。ウムラウト記号は uに対

第 5表　CNAD, CALISにおける隔音記号の使用例 1

CNAD典拠形 CNAD漢語ピンイン形 CALIS
簡体字典拠形 CALIS漢語ピンイン典拠形

王長安（電影） Wang, Chang an（電影） ̶
王長安（歷史） Wang, Chang an（歷史） ̶ ̶
王長安（戲劇），1956‒ Wang, Chang an（戲劇），

1956‒
王长安，1956‒ Wang Chang’ an, 1956‒

̶ ̶ 王长安 （半导体） Wang Chang’ an （ban dao ti）
̶ ̶ 王长安 （计算机） Wang Chang’ an （ji suan ji）
̶ ̶ 王长安 （汽车工程）Wang Chang’ an （qi che gong cheng）
̶ ̶ 王长安 （医学） Wang Chang’ an （yi xue）
白長安 Bai, Changan. ̶ ̶
吳長安 Wu, Chang’ an. 吴长安 Wu Changan
李長安（公共行政） Li, Changan（公共行政） ̶ ̶
李長安（基督教） Li, Changan（基督教） ̶ ̶
̶ ̶ 李长安，1969- Li Changan, 1969‒
̶ ̶ 李长安 （股市） Li Changan （gu shi）
̶ ̶ 李长安 （企业管理） Li Changan （qi ye guan li）
孟長安 Meng, Changan. ̶ ̶
林長安（生物學） Lin, Changan（生物學） ̶ ̶
林長安（政治） Lin, Changan（政治） ̶ ̶
長安出版社 Chang an chu ban she. 长安出版社 编辑部 Chang an chu ban she Bian ji bu
長安道人國清 Changandaorenguoqing. 长安道人国清 Changandaorenguoqing
長安樂器公司 Chang an yue qi gong si. ̶ ̶
長安學苑 Chang an xue yuan. ̶ ̶
郭長安 Guo, Changan. ̶ ̶
陳長安（生化學） Chen, Chang an（生化學） 陈长安 （医学） Chen Changan （yi xue）
陳長安（電機工程） Chen, Chang an（電機工程）̶ ̶
̶ ̶ 陈长安 Chen Chang’ an
̶ ̶ 陈长安 （科技成就） Chen Changan （ke ji cheng jiu）
游長安 You, Changan. ̶ ̶
賈長安（西洋文學） Jia, Changan（西洋文學） 贾长安 Jia Changan
賈長安（電子工程） Jia, Changan（電子工程） ̶ ̶
蔡長安（電機工程） Cai, Changan（電機工程） ̶ ̶
羅長安 Luo, Changan. 罗长安 Luo Chang’ an

1 CNADの 22件の著者名について CALISを検索し，同一人物・団体がヒットした場合は CALISの欄に簡体字典拠
形と漢語ピンイン典拠形を記録した．同一人物・団体ではないが同名の標目がヒットした場合には CALISの欄に加
え，CNADの欄にはダッシュ記号を書き加えた．
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してしか用いられず，ウムラウトのつかない u
と，ウムラウトつきの üは発音が明確に区別さ
れる。例えば，「路（lu）」と「绿（lü）」では発
音が異なる。漢語ピンイン形に üが含まれる標
目について，4機関がどのように漢語ピンインを
表記しているかを第 6表に例示する。第 6表の 4
機関はいずれも，üの扱いについてマニュアルに
規定しておらず，目録担当者の裁量によって入力
されているものと考えられる。中国国家図書館，
CALISは，üの代わりに vを使用しているもの
が多かったが，同じ漢字「律」でも「lu」と「lv」
が見られるなど，統一されていない。HKCANは
üを使用していた。CNADは，「呂耀斗」の漢語
ピンイン形では，画面上「{232}」となっているも
のが，もとは記号として入力されていたと考えら
れ，ウムラウトを使用しているものと考えられ
る。CNADではほかにも，「{232}」が使用された
漢語ピンイン形が散見されるが，第 6表のその他
の標目のように，記号が使用されず「lu」となっ
ているものも見られる。
中国大陸で üの代わりに vが使用されるのは，
パソコンを用いて中国語を入力する際に，üを v
で代用することによるものと考えられる。
Microsoft Pinyin IME など，Windowsで標準的
に使用される簡体字入力ソフトでは，キーボード
上に üが無いため，漢語ピンインで唯一用いら
れないアルファベットである vを，üの代わりに
用いる 126）。しかし，台湾ではキーボード入力の

際，発音を表す注音符号を用いるのが一般的であ
り，香港では漢字の形を部首のような細かいパー
ツに分けて入力する蒼頡と呼ばれる方法が一般的
である 127）ため，漢語ピンインは用いられず，
従って üの代わりに vを用いることはない。

 3. 姓名の分かち
漢字形の姓名については，CNADが姓名をサ

ブフィールドコードで区切っている以外は，いず
れの機関も分かち書きをしていなかった。
「汉语拼音方案」は，一音節単位での記述法，
声調記号等は規定しているものの，単語単位の記
述法は定めていない 27）ため，漢語ピンインの記
述法には機関によって相違が見られた。中国国家
図書館は，「中国机读规范格式使用手册」90）に基
づき，漢字一音節ずつの分かち書きをしている。
また，すべて小文字を用い，句読点は一切使用し
ない 90）。CALIS, HKCAN, CNADは，典拠デー
タによれば 2音節以上の姓や名，地名については
音節間のスペースを空けずに記述し，姓と名，団
体名，地名の初めの文字には大文字を使用してい
る。ただし，CNADは「康有為」，「呉濁流」，「中
国国民党」の漢語ピンイン形をそれぞれ「Kang, 
You wei」， 「Wu, Zhuo liu」， 「Zhong guo guo min 
dang.」と記述しており，2音節以上の名や地名
の記述は不統一である。CALISは姓名の間にス
ペースを空けるが，このときカンマは記述しな
い。ただし，CALISは書誌データベースが中国

第 6表　4機関での uのウムラウトの取り扱い例

中国国家典拠形 中国国家漢語
ピンイン形

CALIS漢語
ピンイン典拠形 HKCAN典拠形 CNAD典拠形 CNAD漢語

ピンイン形
（清）吕耀斗 
（1828‒1895/1889）

lv yao dou Lv Yaodou, Qing 
Dynasty

Lü, Yaodou, 1828‒
1895 or 89 

（清）呂耀斗， 
1828‒1895.

L { 232 }u ,Yaodou , 
1828‒1895. 

吴绿星 wu lv xing Wu Lvxing Wu, Lüxing 吳綠星 Wu,Luxing.
法律出版社 fa lu chu ban 

she
Fa lv chu ban she Fa lü chu ban she 蔚理法律出版社1 Wei li fa lu chu ban 

she.1

全国法院干部业余
法律大学

quan guo fa 
yuan gan bu 
ye yu fa lv 
da xue

Quan guo fa yuan 
gan bu ye yu fa lu 
da xue

Quan guo fa yuan 
gan bu ye yu fa lü 
da xue （China）

中國文化大學法
律學系1

Zhong guo wen hua 
da xue. Fa lu xue 
xi.1

1 他の 3機関と同じ標目がヒットしなかったため，類似の標目について調査した．
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書と洋書で分かれている関係上，中国人・団体名
典拠形と，西洋人・団体名典拠形を別に作成して
おり，洋書に出現する中国人・団体については西
洋人・団体名典拠形が，中国人・団体名典拠形と
は別に作成される。西洋人・団体名典拠形におい
ては，LC形に倣い姓名の間がカンマで分かちさ
れる 80）。HKCANは，LC形に倣い姓名の間をカ
ンマで分かちしている。CNADは，「中文名稱權
威紀錄彙整原則」によって漢語ピンイン形に句読
点を付与するよう規定されているため，姓名の間
をカンマで分かちし，かつ標目の末尾にピリオド
を使用しているが，第 3表の検索語のうち「金

庸」，「高行健」にはピリオドがないなど，ピリオ
ドに関しては不統一である。

B. 日本における表記
NACSIS-CAT，慶應大の典拠データに関して

項目①から④について調査した結果を第 7表に示
す。

NACSIS-CATの典拠形標目の文字種は“デー
タ記入の拠り所となった資料に表記されている文
字種”98）を原則とするため，簡体字，繁体字のほ
か日本漢字である場合もあり，ばらつきがある。
慶應大の文字種はマニュアルによれば基本的に簡

第 7表　NACSIS-CAT，慶應義塾大学図書館のデータ表記
NACSIS 慶應大

①
典拠形標目の文字種 簡体字/繁体字/日本漢字（最初の目録対

象資料本体の文字による）
簡体字/繁体字（基本的に簡体字，台湾人
の場合繁体字でも可）

異体字標目の扱い を見よ参照形として記録可 を見よ参照形として記録可

②

ローマ字形の種類 漢語ピンイン 漢語ピンイン

ローマ字形の扱い
標目に「その他のヨミ」として併記可，
ウェード式表記等はを見よ参照形として
記録可

漢語ピンイン形は必須，を見よ参照形とす
る．その他のローマ字形はを見よ参照形と
して記録可

漢語ピンインの規則：
声調記号

使用せず 使用せず

漢語ピンインの規則：
隔音記号

使用せず（1音節ずつ区切るため） 使用

漢語ピンインの規則：
uのウムラウト

lü/u （不統一） u

③

漢字形姓名の分かち カンマで分かち
例：毛，沢東（1893‒1976）

カンマで分かち
例： $a毛，泽东 $d（1893‒1976）

ローマ字形姓名の分か
ち，句読点

1音節で区切り，姓名はカンマで分かち
例：mao, ze dong

名や地名は音節間のスペースを空けずに記
述，姓名の間はカンマで分かち
例：Mao, Zedong, 1893‒1976

大文字の使用 使用せず 姓と名，団体名，地名の初めの文字は大文字

④

日本語ヨミ

必須．漢字形標目の日本語読みをカタカ
ナで記述する．目録対象資料に母国語読
みが併記されている場合は母国語読みを
記述する．
例：モウ，タクトウ

必須．を見よ参照形とする．漢字形標目の
日本語読みをカタカナで記述する．目録対
象資料に母国語読みが併記されている場合
は母国語読みを記述する．
例：モウ，タクトウ （1893‒1976）

ヨミの付与の規則

『大漢和辞典語彙索引』（大修館）を典拠
とし，ない場合は一般的なヨミを与え
る．典拠における促音は採用せず，典拠
にない連濁は採用しない．「叶」「龙」「向」
は，典拠の読みは採用せず，それぞれ「ヨ
ウ」「リュウ」「コウ」と読む（不統一）．

NACSIS-CAT典拠ファイルに典拠があれ
ばそのヨミを採用し，なければ漢字の漢音
読みを採用する．
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体字とし，台湾人の場合繁体字でも可としてい
る。両機関とも，異体字による標目は，を見よ参
照形として記録可能である。実際の検索システム
では，NACSIS-CATは漢字統合インデクス 128）

を持ち，慶應大も異体字変換テーブルを持つた
め，いずれの文字種での検索にも対応できること
になっている。
ローマ字形は，両機関とも漢語ピンインを採用
している。慶應大のマニュアルによれば漢語ピン
イン形は，を見よ参照形として扱われ，入力が必
須である。NACSIS-CATでは，漢語ピンイン形
は「その他のヨミ」として併記可能であるもの
の，必須ではなく，ウェード式表記等，その他の
ローマ字形を記録する場合には，を見よ参照形と
することとなる 76）。慶應大でもその他のローマ
字形は，を見よ参照形として記録可能である。
漢語ピンインの声調記号は，両機関とも使用し
ていない。隔音記号に関して，NACSIS-CATは
CHINA MARCに準拠し，漢字一字ごとに分か
ち書きする 76）こととなっているため，使用して
いない。ウムラウトは，NACSIS-CATではつけ
てもつけなくてもよいことになっている 76）。慶
應大は，「汉语拼音方案」に準拠して隔音記号を
使用することになっており，uのウムラウトはウ
ムラウト記号を付けない uで入力している。
両機関とも，漢字形の姓名，カナヨミの姓名，
漢語ピンインの姓名はすべて，姓名の間をカンマ
で分かちしている。

NACSIS-CATの漢語ピンインは漢字一音節ず
つ分かち書きし，すべて小文字で表記することに
なっている 76）のに対し，慶應大では，2音節以上
の姓や名，地名は音節間のスペースを空けずに記
述し，姓と名，団体名，地名の初めの文字は大文
字で記述することになっている。
項目④の現地語表記に関しては，NACSIS-

CAT，慶應大とも，日本語のカナヨミを必須と
規定していた。NACSIS-CATでは漢字形標目に
続けてカナヨミが記述されるが，慶應大では，を
見よ参照形として扱われる。
漢字には複数通りのヨミが考えられるため，

NACSIS-CATでは，典拠として大修館の『大漢

和辞典語彙索引』を指定した上で，“中国人名は
典拠のとおりとし，典拠にない場合は一般的な読
みを与える。ただし，典拠における促音は採用せ
ず，典拠にない連濁は採用しない。”76）と定めて
いる。さらに，“姓としての「叶」「龙」「向」は，
典拠の読みは採用せず，それぞれ「ヨウ」「リュ
ウ」「コウ」と読む”76）などの規則がある。日本
目録規則（以下 NCR）1987年版（以降，改訂版
含む）23.3.3.2ア）の注意書きには，“人名のみに
使用される漢字の読みは，それに従う”129）とあ
り，例として「葉昌熾（ショウ，ショウシ）」「沈
復（シン，フク）」が挙げられている。NACSIS-
CATは「叶」（葉の簡体字）を「ヨウ」と読むた
め，NCRと異なるルールとなっている。しかし
NACSIS-CATの実際のデータでは，葉昌熾は
「ショウ，ショウシ」とヨミが振られており，他
の「葉」姓の著者名に関してもヨミが統一されて
いない。このように中国語には，姓として使用す
る時に，他の場合と違うヨミが与えられる例が複
数あるが，辞書によって違うヨミが掲載されてい
る場合もあり 130），ヨミの統一が難しいと考えら
れる。慶應大では，NACSIS-CAT典拠ファイル
に典拠があればそのヨミを採用し，なければ漢字
の漢音読みを採用することとなっている。このこ
とによって，同じ姓でも別のヨミが付与される可
能性があるが，ヨミは便宜的につけているもの，
との考え方をとっており，統一をしていない。

NACSIS-CAT，慶應大とも，NCR1987年版の
23.3.3.2イ）“漢字に母国語読みが併記された形で
表示されている中国人名および朝鮮人名は，その
漢字の母国語読みで表記する”129）という規則に従
い，ある標目について典拠レコードを最初に作成
する際，目録対象資料に中国語の発音を表すヨミ
があれば，それを採用する。例えば，「呉彦祖」
という著者名に加え「ウー，ヤンズ」という情報
があれば，ヨミとして「ウー，ヤンズ」を採用
し，一般的な日本語ヨミである「ゴ，ゲンソ」は
採用しない。NACSIS-CATではさらに“母国語
読みが仮名で表記されていなくても，母国語読み
がよく知られており，その発音を基にした日本語
の仮名表記が読みとして参考資料等で確立してい
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る場合は，当該仮名表記をヨミとする”76）との規
定があり，慶應大でも，規定の情報源以外（目録
対象資料の著者略歴や帯）や，NACSIS-CAT典
拠ファイルなどで母国語読みが判明すればそれを
採用することにしており，母国語読みを優先的に
採用する傾向にある。
このように母国語読みを採用するようになった

いきさつとして，1991年に株式会社図書館流通セ
ンターで開催された第 3回「MARC研究会：人名
典拠について」において，宮坂逸郎（元・日本図
書館協会目録委員長）は，NCRが 1977年に刊行
された後，韓国の人名について，韓国語の音でな
く日本語の音で発音するのは差別であるとの運動
があったために改訂した旨の発言をしている 130）。

実際，1977年版の NCR3.4.3.2.2（4）では“漢字で
表示されている中国人名および朝鮮人名は，漢字
の日本語読みで記載する”131）とされていたものが，
1983年に刊行された『日本目録規則新版予備版追
録および修正』で，現行の NCRと同様の内容に変
更されている 132）。宮坂は，“魯迅をルーシュンな
んてしておりますけれども，あのやり方はいかが
なものか”130）と発言しており，田屋裕之（当時・
NDL図書部図書整理課著者書名係長）も，“でき
たら余り母国語読みをとりたくない”130）と述べて
いる。宮坂らが指摘する通り，母国語読みのカタ
カナ表記は，資料によって表記が不統一であるの
で，母国語読みは利用者にとって使いやすいアク
セスポイントとはなっていないと考えられる。

第 8表　国立中央図書館，ソウル大学図書館のデータ表記
国立中央 ソウル大

①

典拠形標目の文字種

1912年以降の人物：漢字の中国語読みを
ハングルで表した形
1911年以前の人物・団体：漢字を韓国語
読みしたハングル表記

ローマ字

異体字標目の扱い
漢字形（簡体字/韓国漢字）はを見よ参照
形に記述

目録対象資料から得られる場合および新規
レコード作成時は，漢字形（簡体字/韓国
漢字）を見よ参照形に記述

②

ローマ字形の種類 漢語ピンイン/ウェード式表記 漢語ピンイン/ウェード式表記

ローマ字形の扱い を見よ参照形として記述 典拠形標目は漢語ピンイン形．ウェード式
表記はを見よ参照形として記述

漢語ピンインの規則：
声調記号

使用せず 使用せず

漢語ピンインの規則：
隔音記号

（不明） 使用（不統一）

漢語ピンインの規則：
uのウムラウト

（不明） ü

③

漢字形姓名の分かち なし
例：모택동 =$h毛澤東，$d1893‒1976

なし
例：毛澤東，$d1893‒1976

ローマ字形姓名の分か
ち，句読点

2音節以上の姓，名は音節間のスペース
を空けずに記述，姓名の間はカンマで分
かち（地名に関しては不明）
例：Mao, Zedong,$d1893‒1976

2音節以上の姓や名，地名は音節間のス
ペースを空けずに記述，姓名の間はカンマ
で分かち
例：Mao, Zedong,$d1893‒1976

大文字の使用 姓と名の初めの文字は大文字を使用する
（団体名，地名に関しては不明）

姓と名，団体名，地名の初めの文字は大文
字を使用する

④ ハングル表記

典拠形標目とは異なるハングル表記をを
見よ参照形に記述

新規レコード作成時は漢字の韓国語読みハ
ングル表記，ウェード式の韓国語読みハン
グル表記，漢語ピンインの韓国語読みハン
グル表記ををみよ参照形に記述（必須）
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C. 韓国における表記
国立中央，ソウル大の典拠データに関して項目
①から④について調査した結果を第 8表に示す。
国立中央は，辛亥革命（1911年）より後の人
物については，漢字の中国語読みをハングルで表
した形を典拠形標目とし，辛亥革命以前の人物お
よび全ての団体名については，漢字を韓国語読み
にしたハングル表記（漢字をハングルに変換した
形）を典拠形標目としている 66）, 67）。2000年まで
は，全ての典拠形標目に漢字を韓国語読みにした
ハングル表記を採用していたが，外国人名の表記
はその外国人にとっての自国語の音で読むという
国際的慣例と，国立国語院が定めた「外来語表記
法」に従い，2001年に変更された 66）。漢字形は，
“同名異人を区別するか，より明確な識別が必要
な場合”66），典拠形標目であるハングル形に付記
する。
ソウル大の典拠形標目は，中国人，日本人の場
合はローマ字形（韓国人の場合はハングル）であ
る 68）。漢字形は，目録対象資料から得られる場
合には，を見よ参照形に記述することになってお
り，新規レコード作成時は，を見よ参照形が自動
的に生成される 69）。検索語で OPACを検索した
ところ，簡体字，繁体字，韓国漢字，日本漢字の
いずれで検索しても同じ件数がヒットしたため，
OPACが異体字変換機能を有していると見られ
る。国立中央の OPACでもおおむね異体字変換
ができているが，「孙文」と「孫文」，「鲁迅」と
「魯迅」で検索結果件数が異なるなど，完全では
ない。両機関とも，漢字形は，を見よ参照形とし
て扱われており，漢字の異体字形をさらに参照形
として追加するということはしていない 66）, 78）た
め，異体字変換機能によって異体字に対応しよう
としているものと考えられる。OPACでの責任
表示における漢字は，国立中央，ソウル大共に簡
体字または韓国漢字が使用されており，目録対象
資料が繁体字によると考えられる場合でも，著者
名は韓国漢字（例えば，「康有爲」）で記述されて
いた。
ローマ字形に関して，ソウル大は 2001年 4月

に，典拠形標目のローマ字形をウェード式表記か

ら漢語ピンインに変換し，その後はウェード式表
記を，を見よ参照形に記述している 68）。国立中
央は，ローマ字形は，を見よ参照形として扱って
おり，漢語ピンイン形，ウェード式表記のどちら
も入力可能である 64）が，第 3表の検索語の漢語
ピンイン形で OPACを検索したところ，漢字形
で検索した結果とは内容が大きく異なったため，
ローマ字形の入力は必須ではないと考えられる。
ソウル大の OPACを検索して著者名標目を確

認したところ，声調記号は使用されていなかっ
た。隔音記号は，著者「長安」かつ中国語の資料
を検索し，漢字のみの標目や漢字の異なる標目な
どノイズを除いた 6件について調査したところ，
使用されている場合とされていない場合があった
（第 9表）。この結果から隔音記号の使用法につい
て規則性は見出せず，目録作成者の裁量で記述さ
れているものと考えられる。ウムラウトについて
は，著者名「lu」かつ中国語の資料を検索しヒッ
トした結果を出版年の新しい順にソートし，「呂」
や「律」などの漢字が著者名に記述されている書
誌レコードの標目を確認したところ，いずれの標
目も üを使用していた。国立中央は声調記号を
入力していない 64）, 67）。隔音記号，uのウムラウ
トに関してはローマ字形標目の形を書誌レコード
から知ることができないため，不明である 133）。
姓名の分かちに関して，両機関ともローマ字形

の標目では，姓と名をカンマで分かちしている
が，漢字形及びハングル形の標目では，姓名を分
かちしていない 66）, 68）。ソウル大は，姓と名，団
体名，地名の初めの文字は大文字を使用してい
る。国立中央は，姓と名の初めの文字は大文字を
使用している 64）が，団体名，地名に関しては不
明である。
韓国独自の表記として，ソウル大は，漢字の韓

国語読みハングル表記，ウェード式の韓国語読み
ハングル表記，漢語ピンインの韓国語読みハング
ル表記を，を見よ参照形に記述している 66）。これ
らは新規レコード作成時に自動的に生成される 66）

ので，記述は必須であると言える。国立中央も，
中国語読みのハングル表記（典拠形標目が韓国語
読みのハングル表記の場合）など，典拠形標目と
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は異なるハングル表記を，を見よ参照形に記述す
ることができる 66）が，必須かどうかは不明であ
る。

D. LCにおける表記
北米では 1970年代後半から，米国政府，メディ

ア，国際標準化機構（以下，ISO）は漢語ピンイ
ンを採用しているのに対して，図書館ではウェー
ド式を用いていることが問題視され，LCは 1979
年に目録のローマナイゼーションをウェード式か
ら漢語ピンインへ変換する提案をした。しかし，
東アジア図書館協会は，変換に要する費用や時期
尚早などを理由に反対した 134）。1990年，LCが
漢語ピンインへの変換を再び提案し 134），2000年
に遂に漢語ピンインへの変換が実現した 135）。こ
のとき，書誌レコードとともに，LCNAFの典拠
形標目も漢語ピンインに変換され 135），以降漢語
ピンインで表記されている 136）。変換プロジェク
トの際に典拠形から移動したウェード式表記は，
を見よ参照形として記述されている 135）。

LCNAFでは 2008年に，を見よ参照形として
非ラテン文字が入力可能となり，併せて
WorldCatの書誌レコードに記述されている非ラ
テン文字標目を機械的に該当する LCNAFレ
コードの，を見よ参照形に転写した 137）。しかし
漢字形の入力は任意であって，文字種も規定され
ておらず 138），入力されていない文字種では検索
できない。例えば，2012年 8月 6日現在，「中国
国家図書館」を表す典拠形標目「Zhongguo guo 

jia tu shu guan」は，「中國國家圖書館」では検
索可能であるが「中国国家图书馆」では検索でき
ない。同様に，「全國人民代表大會」で検索して
も，典拠形標目「China. Quan guo ren min dai 
biao da hui」にたどり着かず，「全国人民代表大
会」で検索しなければならない。これは，それぞ
れ検索可能な文字種による参照形しか，レコード
に記述されていないためである。これ以外の検索
語では，参照形に簡体字，繁体字，日本漢字など
複数の漢字形が記述されていた。
漢語ピンインの使用法については LC-ALA 

Romanization Table（Chinese）136）によれば，基
本的に「汉语拼音方案」に準拠している。声調記
号は使用しないが，隔音記号は使用する。2音節
以上の姓や名，地名については音節間のスペース
を空けずに記述し，姓と名，団体名，地名の初め
の文字は大文字を使用する。üも使用されてい
る。しかし，NACOの新規典拠レコード作成規
則では，既存のレコードとの重複を確認する過程
において，ウムラウト記号は消去（標準化）され
る 139）。即ち，既に「Lu, Shi」という典拠形標目
が存在する場合，新たに「Lü, Shi」という典拠
形標目を作成することはできない。現在，「Lu, 
Shi」を典拠形標目とするレコードの，を見よ参
照形には，「呂侍（漢語ピンイン形は Lü, Shi）」，
「魯石（漢語ピンイン形は Lu, Shi）」などの漢字
形が記述されており，実質的に，uと üを区別で
きていない。このことは，1999年に既に His-chu 
Bolickがソフトウェアのアップグレードまたは

第 9表　ソウル大学図書館における隔音記号の使用例
ソウル大典拠形 ソウル大漢字形

Zhangandaoren, 16th/17th cent.1 長安道人國淸
Zhongguo she hui ke xue yuan. Kao gu yan jiu suo. Han 
Chang’ an cheng gong zuo dui. 
Xi’ an Shi Chang’ n cheng yi zhi bao guan suo.

中国社会科学院考古研究所汉长安城工作队，西安

市长安城遗址保管所

Chen, Zhangan.1 陳長安
Fang, Changan, 1963‒ 方长安

Chang an chu ban she 長安出版社
Xi, Chang’ an. 席長安

1 「長」の漢語ピンインは意味によって「Chang」と「Zhang」が有り得るが，「長安」の場合は「Chang」であるべ
きで，「Zhang」は誤りである．
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翻字システムの修正の必要性を指摘していた 140）

が，未だに問題は解決していない。
LCNAFの参照形に記述される漢字形は，全て
姓名の分かちがなされていない。ローマ字形標目
については，全て姓名の間がカンマで分かちされ
ていた。

IV.　表記の相違点と課題

A. 中国，日本，韓国，LCにおける中国人・団
体著者名典拠データの表記の相違点
前章までに，中国人・団体著者名典拠データの
表記の相違点を国別に見てきた。本節では，項目
①から④について，研究対象機関全体ではどのよ
うな相違点があるかをまとめる。
まず，「①漢字形の文字種」に関して，典拠形

標目としてローマ字を採用している機関であって
も，全ての機関が何らかの形で漢字形を記述して
いた。ただし，韓国の国立中央や LCのように，
漢字形の入力が必ずしも必須でない機関が存在す
る。漢字の文字種にはばらつきがあるが，異体字
変換機能を持ち検索上の問題を解決しようとして
いる機関が多く見られた。しかし，異体字検索に
失敗している例も見られた。現状では完全な異体
字変換テーブルは存在しないため，文字によって
は不完全な検索を引き起こす可能性がある。
「②ローマ字形の種類と扱い」に関して，全て
の機関がローマ字形として漢語ピンインを採用し
ており，この点は統一が見られた。その他のロー
マ字形としては，過去に図書館界で主流であった
ウェード式表記を参照形に残している機関が複数
見られた。漢語ピンインにおける声調記号はいず
れの機関も入力しておらず，隔音記号や uのウ
ムラウト記号の使用は不統一であった。漢語ピン
インを用いた検索を想定する場合，隔音記号は検
索時には一律考慮しなければ検索に支障はない
が，uのウムラウトとして u, ü, vが混在するこ
とで検索が困難となる。他方，uのウムラウトを
uと区別しないことで，本来区別されるはずの音
が区別されず，検索効率が悪くなる。そもそも声
調記号がないことが，多数の（本来は同音ではな
い）同音異義語を発生させ，検索効率を低下させ

ていると考えられる。さらに，第 9表に見られる
誤りのように，漢語ピンインは中国大陸以外の人
にとっては誤りを起こしやすいものでもある。書
誌レコードについては，台湾の国家図書館が開発
したMARC21ピンイン変換応用システム 141）や，
プリンストン大学東アジア図書館が OCLC 
Connexionユーザ向けに提供している OCLC 
Connexion Pinyin Conversion Macro142）など，漢
語ピンイン形を漢字形に対し自動的に付与するシ
ステムがあるため，機械的な漢語ピンインの付与
も可能であると考えられる。ただし，同じ漢字に
複数通りの漢語ピンインが存在する場合もあり，
確認は必要となる。少なくとも NACSIS-CAT, 
慶應大では手動で漢語ピンインを入力している。
このように，漢語ピンインもまた，不完全な検索
を引き起こす可能性を孕んでいる。
「③姓名の分かちとカンマの有無」に関して
は，日本以外のほとんどの機関が漢字形姓名の分
かちを行っていない一方，ローマ字形については
姓名の間をカンマで分かちする機関が多かった。
日本においても，漢字形の姓名の分かちは NCR
に定められているのではなく 143），フォーマット
上の定めに従ったものである。NACSIS-CATの
コーディングマニュアル D4.2.1では“単純な姓
名形の場合、姓と名の間にコンマ、スペース
（, △）を入れて記入する。名称のヨミも同じ形で
記録する”98）と定められている。NDLが 2011年
まで準拠していた JAPAN/MARC典拠フォー
マット 144）では，漢字形の姓名はサブフィールド
コードで分かちをするもののカンマは使用せず，
カナヨミの姓名はカンマで分かちを行っていた。
2012年以降，NDLが準拠している JAPAN/
MARC MARC21典拠フォーマット 145）では，漢
字形，カナヨミともに姓名の間をカンマで分かち
している。慶應大が漢字形，カナヨミの姓名の間
をカンマで分かちしているのも，AACR2および
MARC21に従っているためである。
韓国目録規則修正版（KCR2）においては，ハ

ングル形を著者標目とし，姓と名の間をカンマで
分かちすることが定められていた 146）が，KCR3
以降は，東洋人名の場合，姓名の間にカンマを打
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たないこととなった 147）。中国や韓国では一字
姓，かつ同じ姓を持つ人が多いため，姓だけで著
者を検索するということは考えにくい。したがっ
て，姓名の分かちをしないという考え方にも合理
性があると言える。
ローマ字形は，2音節以上の姓や名，地名は音

節間のスペースを空けずに記述し，姓，名，団体
名，地名の最初の文字は大文字で記述する機関が
多数であったが，中国国家図書館と NACSIS-
CATは一音節ずつ分かち書きを行っていた。
「④中国以外の地域における現地語（カナヨ
ミ，ハングルヨミ）表記の有無と方法」に関し
て，日本では日本語ヨミが必須となっており，韓
国では漢字の韓国語読みハングル表記または漢語
ピンインの韓国語読みハングル表記が記述されて
いた。漢字の日本語ヨミは複数通り考えられ，統
一が難しいことに比べると，漢字を対応するハン
グルに変換することや，漢語ピンインを「外来語
表記法」148）に定められた方法で韓国語読みハング
ル表記に置き換えることには困難が少ないと考え
られる。

B. 表記の相違によって起こる課題の整理
前節で見た各機関における中国人・団体著者名
典拠データの表記の相違点から，中国人・団体著
者名典拠データ共有のための課題を次のように整
理できる。
まず，1）漢語ピンインの uのウムラウトの扱

いに課題がある。完全な異体字変換テーブルを望
めないとすれば，典拠データの交換や共有の際，
キーとなるのは調査対象の全機関が採用していた
漢語ピンイン形であると考えられる。しかし，u, 
ü, vが混在することで交換や共有に支障を来すと
考えられる。
次に，2）漢語ピンインの記述規則に課題があ
る。「汉语拼音方案」が単語単位の記述法を定め
ていないために，2音節以上の姓や名，地名は音
節間のスペースを空けずに記述する機関と，1音
節ずつすべて分かち書きする機関が見られた。1
音節ずつ分かち書きを行う場合，大文字や隔音記
号も使用されない。中華人民共和国の国家規格

『汉语拼音正词法基本规则』149）では，姓と名のは
じめの文字を大文字にし，姓，名がそれぞれ 2文
字以上ある場合にはピンインは続けて書くという
ことを規定しているので，中国国家図書館と
NACSIS-CATがこの規定に準拠すれば一応の統
一は図られる。NACSIS-CATは，漢語ピンイン
形の入力が必須ではないが，典拠データ共有のた
めには漢語ピンイン形があったほうがよいと言え
る。
さらに，多くの機関でローマ字形の姓名の間を

カンマで分かちしており，この姓名の区別は典拠
データ交換や共有の際，著者名の同定に役立つと
考えられることから，分かちを行うのが望まし
い。
最後に，3）漢字形への対策も必要である。少
なくとも中国大陸，香港，台湾と日本では，中国
人名，団体名を漢字で検索し，ローマ字形はあく
までも補助的であるため，異体字検索について何
らかの方策を講じる必要がある。漢字文化圏で用
いられる漢字は地域ごとに様々な相違があり，完
全な異体字変換テーブルを作成することは困難で
あると予想されるので，識別・同定のためには，
必要なすべての文字種で複数の標目を作成するの
が現時点で最も確実な方法と言える。
なお，現在，ISOが国際規格 ISO 27729: 2012

として発行した，創作的活動を行う人名や団体名
を識別するための番号である International 
Standard Name Identifier （ISNI）150）や，研究者
識別子 ORCID151）など，著者に番号を与える取組
みが世界的に見られ，漢字文化圏においても，例
えば韓国の国立中央が Kim Tae-Sooに委託して
行った研究報告書では，典拠形標目を選定せず，
典拠番号を中心として全てのアクセスポイントを
リンクした構造を持つ典拠レコードが提案されて
いる 67）。漢字形，ローマ字形ともに不確実な要
素があるので，識別番号の使用は理想的である
が，番号を与えるためにも，まず同名異人や異名
同人の識別・同定作業が必要となる。漢字文化圏
全体における識別番号付与に際しては，やはり，
上述の表記上の課題を避けては通れないものと考
える。
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本研究では表記の相違のみを取り扱ったが，漢
字文化圏の典拠データ間の相違を明らかにするた
めには，表記と内容（実際に記述されるデータ要
素）両面からの検討が必要である。今後は，中国
人・団体著者名典拠データの内容の検討に加え，
漢字文化圏における日本人・団体著者名，韓国
人・団体著者名，ベトナム人・団体著者名の表記
と内容に関する検討を行っていきたい。
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要 旨

【目的】日本を含む漢字文化圏の国々では，1つの著者名に対して多様な表記が存在する。欧米にお
ける著者名典拠データ共有の場面では，漢字文化圏の表記の複雑さが理論的に反映されていないた
め，漢字文化圏特有の事情をふまえた典拠情報の共有については，漢字文化圏の中で詳細に検討すべ
きである。本研究の目的は，中国人・団体著者名の中国，日本，韓国における表記を比較し，相違点
を発見して，典拠データ共有のための課題を整理することである。
【方法】まず，中国，日本，韓国における典拠コントロールの状況を概観し，中国人・団体著者名典
拠データ作成を行っている機関を研究対象として選出した。次に，機関によって多様性があると考え
られる表記上の項目として，①漢字形の文字種，②ローマ字形の種類と扱い，③姓名の分かちとカン
マの有無，④中国以外の地域における現地語（カナヨミ，ハングルヨミ）表記の有無と方法，を設定
した。そして，研究対象とした各典拠データベース作成機関で中国人・団体著者名典拠データを作成
するために使用しているマニュアル，実際のデータの一部，事例報告等の資料を収集し，収集した資
料を用いて，各典拠データの項目①から④の状況を比較し，各典拠データの相違点から，漢字文化圏
における中国人・団体著者名典拠データ共有に際しての課題を整理した。
【結果】①各機関が使用している漢字形の文字種にはばらつきがある，②ローマ字形は全機関が漢語
ピンインを採用しているが，漢語ピンインの記述方法に相違点が見られる，③漢字形の姓名の分かち
は日本を除くほとんどの機関が行っていないが，多くの機関がローマ字形にはカンマを使用してい
る，④日本ではカナヨミ形は必須，韓国では漢字の韓国語読みハングル表記または漢語ピンインの韓
国語読みハングル表記が記述されていることが明らかとなり，漢語ピンインの記述方法や異体字の扱
いなどに課題が見られた。
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